
 

37 平
成
十
二
年
五
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

三

七

号 

     

広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
関
連
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

   

 

提

出

者 
 

保 

坂 

展 

人 



 

一 

広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
関
連
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一
九
九
六
年
五
月
二
十
三
日
、
広
島
大
学
歯
学
部
口
腔
外
科
第
一
講
座
教
授
に
選
出
さ
れ
た
人
物
の
資
質
に
つ
い
て
疑
問
が

あ
る
。
地
元
医
療
関
係
者
の
指
摘
で
は
教
授
就
任
後
、
地
域
住
民
や
開
業
医
の
期
待
し
て
い
る
悪
性
腫
瘍
を
含
む
難
手
術
を
ほ

と
ん
ど
執
刀
で
き
ず
、
臨
床
講
座
の
主
任
教
授
と
し
て
の
責
め
を
果
た
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
広
島
県
内
外
の
一
万

三
千
余
人
の
署
名
が
添
え
ら
れ
、
歯
学
部
お
よ
び
、
文
部
省
に
（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
五
日
、
一
九
九
七
年
三
月
十
二
日
、

同
年
十
月
十
六
日
、
一
九
九
九
年
三
月
二
十
二
日
）
教
授
選
挙
の
問
題
性
と
臨
床
態
勢
の
改
善
を
求
め
る
要
請
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
歯
学
部
長
、
同
付
属
病
院
長
は
「
全
く
問
題
は
な
く
、
病
院
も
正
常
に
機
能
し
て
い
る
」
と
繰
り
返
し
公
言
し
、
文

部
省
へ
は
「
教
授
選
考
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
内
規
も
満
た
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
然
る
に
こ
の
四
年

間
、
地
域
の
中
枢
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
と
信
頼
は
低
下
し
、
さ
ら
に
不
明
朗
な
学
位
の
授
与
が
報
道
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。
文
部
省
は
、
教
育
の
場
で
生
起
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
を
放
置
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
の
先
行
き
を
深
く
憂
慮
す
る
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

教
授
選
考
に
つ
い
て 

（
１
） 

広
島
大
学
教
員
選
考
基
準
は
「
教
授
は
教
育
能
力
を
有
し
、
次
の
各
項
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
者
で
な
け 



 

二 

れ
ば
な
ら
な
い
。
１
、
学
位
を
有
す
る
者 

２
、
研
究
実
績
の
あ
る
者 

３
、
学
術
、
技
能
に
秀
で
教
授
上
ま
た
は 

学
問
上
の
業
績
の
あ
る
者
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
教
授
選
考
委
員
会
は
、
全
国
公
募
、
学
内
公
募
、
追
加
公
募
と 

順
次
募
集
を
し
た
が
、
教
授
選
考
に
あ
た
っ
て
は
実
際
に
研
究
、
教
育
、
臨
床
実
績
、
資
質
な
ど
の
必
要
資
料
の
収 

集
や
検
討
を
十
分
に
行
っ
て
い
な
い
も
の
と
う
か
が
わ
れ
る
。
臨
床
医
学
系
教
授
に
不
可
欠
な
臨
床
経
験
、
臨
床
能 

力
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
が
、
患
者
は
大
学
病
院
に
お
け
る
高
度
医
療
を
期
待
し
て
受
診
す
る
。
こ
う
し
た
現
状 

を
妥
当
と
考
え
る
か
。 

（
２
） 

教
授
選
考
委
員
会
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
関
連
講
座
・
第
二
口
腔
外
科
の
教
授
は
「
説
明
す
る
べ
く
同
氏
に 

つ
い
て
詳
細
に
調
べ
整
理
し
て
い
た
が
、
言
う
機
会
が
な
く
説
明
し
て
い
な
い
」
と
、
教
授
選
挙
後
、
前
任
教
授
に 

発
言
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
選
考
手
続
き
が
不
備
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。 

（
３
） 

同
教
授
が
教
授
選
考
資
料
と
し
て
提
出
し
た
研
究
業
績
に
お
い
て
、
学
内
公
募
締
め
切
り
で
あ
る
一
九
九
六
年
三 

月
一
日
後
、
追
加
公
募
締
め
切
り
で
あ
る
同
年
四
月
八
日
ま
で
の
一
か
月
間
に
投
稿
さ
れ
た
四
編
の
論
文
が
あ
る
。 

そ
の
う
ち
三
編
は
、
参
考
文
献
と
し
て
記
載
し
な
い
ま
ま
他
人
の
論
文
や
学
位
論
文
の
デ
ー
タ
を
流
用
し
自
分
の
論 

文
と
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
投
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
者
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
り
、
国
家
公
務 



 

三 

員
法
第
九
九
条
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
に
抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。 

（
４
） 

同
教
授
が
提
出
し
た
自
薦
書
に
記
載
さ
れ
た
留
学
の
記
述
に
不
正
な
点
が
あ
る
。
教
授
が
一
九
九
二
年
四
月
十
六

日
、
文
部
省
に
提
出
し
た
「
海
外
研
修
承
認
願
い
」
の
中
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
医
科
大
学
顎
外
科
で
の
研
修
を
四

十
一
日
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ノ
ー
バ
医
科
大
学
教
授
か
ら
の
報
告
で
は
「
彼
は
四
日
ほ
ど
外
科
研
修
し

た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
正
証
書
不
実
記
載
に
あ
た
る
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。 

二 

地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
供
給
体
制
に
つ
い
て 

（
１
） 

氏
が
教
授
に
就
任
し
て
四
年
経
過
し
た
が
、
手
術
経
験
が
ほ
と
ん
ど
無
く
臨
床
経
験
も
極
め
て
乏
し
い
彼
は
教
授

就
任
直
後
、
自
分
の
未
熟
を
顧
み
ず
執
刀
し
た
手
術
で
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
十
六
日
の
賠
償
命
令
判
決
を
受
け
た
も

の
を
含
め
て
連
続
し
て
三
例
の
初
歩
的
手
術
ミ
ス
を
起
こ
し
た
。
同
教
授
は
そ
の
後
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
難
手
術
の

執
刀
を
し
て
い
な
い
。
彼
は
こ
の
間
に
日
本
口
腔
外
科
学
会
認
定
医
を
申
請
し
て
い
る
が
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。
口

腔
外
科
教
授
と
し
て
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
も
地
域
住
民
お
よ
び
そ
の
患
者
の
負
託
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況

を
良
し
と
さ
れ
る
の
か
、
見
解
を
問
う
。 

（
２
） 

こ
の
四
年
間
に
、
腫
瘍
な
ど
の
疾
患
で
広
島
大
学
第
一
口
腔
外
科
を
受
診
し
て
い
る
患
者
と
そ
れ
を
支
援
す
る
多 



 

四 

数
の
市
民
が
「
患
者
の
人
権
と
健
康
を
守
る
会
」
を
結
成
し
学
部
長
、
病
院
長
に
「
臨
床
経
験
の
乏
し
い
教
授
で
は

不
安
だ
」
と
再
三
訴
え
た
が
無
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
地
域
医
療
の
軽
視
で
あ
り
、
患
者
主
体
の
医
療
に
な
っ
て

い
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

三 

教
育
、
研
究
者
と
し
て
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て 

（
１
） 

広
島
大
学
歯
学
部
博
士
号
は
甲
種
（
大
学
院
終
了
）
と
乙
種
（
そ
の
他
）
に
区
分
さ
れ
て
学
位
申
請
手
続
き
が
分 

 
 

 

け
ら
れ
て
い
る
。
乙
種
も
甲
種
と
お
な
じ
論
文
の
形
で
申
請
で
き
る
が
乙
種
に
は
論
文
に
「
論
文
受
理
発
刊
証
明 

 

書
」
の
添
付
を
必
要
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
発
刊
証
明
書
の
添
付
の
な
い
ま
ま
申
請
さ
れ
学
位
が
授 

与
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。 

（
２
） 

広
島
大
学
学
位
規
定
歯
学
研
究
科
内
規
第
九
条
お
よ
び
研
究
歴
期
間
に
対
す
る
申
し
合
わ
せ
規
定
に
抵
触
す
る 

 
 

 

（
研
究
歴
不
足
）
状
態
で
歯
学
博
士
（
乙
種
）
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
主
任
教
授
が
研
究
歴
を
自
由
に
操
作
し 

て
内
規
違
反
を
犯
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
白
な
違
反
行
為
で
あ
り
国
家
公
務
員
法
第
九
九
条
に
抵
触
す
る
と
思 

わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。 

（
３
） 

こ
の
よ
う
に
内
規
を
無
視
し
て
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
国
立
大
学
が
研
究
歴
不
足
の
ま
ま
学
位
を
授
与 



 

五 

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
ま
た
一
九
九
八
年
九
月
六
日
号
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
に
は
、
学
位
授
与

に
社
会
常
識
を
逸
脱
し
た
金
銭
の
授
受
が
伴
っ
て
い
る
旨
、
報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
は
刑
法
第
一
九
七
条
か
ら
第
一
九

七
条
の
四
に
抵
触
す
る
行
為
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
大
学
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
指
導
す
る
予
定

は
あ
る
か
。
指
導
す
る
予
定
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
故
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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